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平 成6年10月27日 と28日の2日 間 にわた り、国立極地
研 究所6階 講堂 におい て標記 シ ンポ ジウムが開催 された。
発表 件数は口頭38件、ポス ター12件の計50件、参加者 は
2日 間で延 べ84名であ った。 口頭発 表は質疑応答 を含 め
一人 当た り15分を持 ち時 間 と した。セ ッシ ョンは 、地 質
と岩石(12件)、 固体地球物 理(9件)、 地形 学(5件)、
ビク トリア ラン ドの地球化学(4件)、 地底の地学(2件 〉、
ナ ピアの岩 石(3件)、 南極 とゴ ン ドワナ(3件)に 分か
れて行 われ た。以下 にい くつかの トピ ックスを紹介 する。
地質学分野については、従 来か らの七一ルロ ンダー ネ山
地や昭和基地周辺地域 の地質構造 、岩石学、年代学、古地
磁気学研究 に加え、今後 本格 的に取 り組 む計画のあ る、エ
ンダー ビー ラン ド地 域の予察 的な成果が発表 された。 と く
に、 リュツ ォ ・ホルム岩体 とナピア岩体の中間に分布する
レイナー岩体の見直 しを求める新 しいデー タが岩石学、年
代学の双方か ら提出 された。いっぽう、東南極大陸での約
5億 年前 のパ ンア フ リカ ン変動 とは何 を意味す るか とい
う、古 くか らあ る問題が他 の ゴン ドワナ大陸地域 との関係
において、再 び議論 の中心 にな りつつある。最近この問題
は、他 の国 々の調査 プロジェク トで も正面か らとりあ げら
れる傾向があ る。昭和基地 周辺地域では、33次隊か ら始 ま
った精査 デー タの蓄積が進み、変性 作用 の温度一 圧力履歴
が よ り鮮明になる と共 に、変形運動の履歴 も考慮 した意欲
的 な解析が進 め られている。
地形 分野では、 リュツ ォ ・ホ ルム湾岸か ら3万 年前 の隆
起海 成堆積物が 加速器付 き質量 分析計(AMS)を 用 いた
14C測定で も確認 され、最 終氷 期において氷床が大規模 に














































































1994年ll月1日、2日 の2日 間 にわた り、標記 シ ンポ
ジウムが本研究所 講堂 にて開催 された。今 回の シンポジウ
ムは、通常 の学会等 の発表形態 と異に し、新た な運営 ・進
め方の導入 を試 みた。 それは、 口頭発表 は レビュー講演 を
主体 に し、各 発表時 間に30分割 り当てた。 また、ポ スタ
ー発表 者に も、 当シ ンポ ジウムに参加 している実感(?)
を持 ってい ただ くため に、持 ち時間2分 間で ポスター発表
のエ ッセ ンスと宣伝 を全聴衆者の前で口頭発表 して もらっ
た。最終 日の最終セ ッションでは、主に第V期 南極観 測将
来計画 に関する発表 と討論 を行った。
参加者か らの今回の新 たな試みの評判 は概ね良好 であっ
た。特 に、 レビュー講演 は研究領域 を 「電離 圏 ・磁気圏」
「オー ロラ」 「蒸留 ・中間圏」 「太陽活動 と気候変動」 に分
け、講演者の専 門分野 に関す る講演 を していただいた。発
表時 間 に少 し余裕 があ った こと と、各発表者 の十分 な準
備 ・努力 ・工夫 などによ り、発表内容が濃 く、かつ、解か
りやすい発表 が多 かった。発表件数 は レビュー講演 が12






















標記 シンポ ジウムが平成6年12月7日 ～9日 の3日 間、
国立極地研究所において開催 された。
今回のシンポジウムは我が国の海氷生物 学研究 をリー ド
して来 られ、昨年11月末 に退 官 された星合孝男 先生 を記
念 して企画 された。開催期 間中 、10か国か ら18名の外国
人研究者 を含 め、延べ160名にのぼ る多 くの参加があ り、
研究発表 の場 としてだけでな く研 究者相 互の交流の場 と し
て極めて意義 ある シンポジ ウム を開催す ることがで きた。
初 日お よび2日 目の前半 の一 日半 を使 って 「Sea　Ice
Ecology」　のセ ッションの口頭 発表 が行われた。 このセ ッ
ションでは レビューペ ーパー を中心 として、アイスアルジ
ー、動物 プランク トン、魚類、大型動物 な ど広 い範囲の生
物群 と海氷 との関わ りについての まとまった発表が各演者
か らあった。海氷 の凍結 ・融解 とい う一連 の物理的過程 に
よって有機物 をアイスアル ジー とい う形 で深層へ輸送す る
システムは、時計仕掛 けの ように正確 に作動す る底生生物
への有機物供給 システムである とい う思 いを新 たにす るこ
とがで きた。おそ らく地球環境 の変化に ともなって こう し
た システムが どう変わってい くのかモニ ター し、チ ェック
することが将来の低次生産の大 きな研究課題 の一つ とな ろ
う。2日 目の午 後は海洋生物関連のポス ター発表が、3つ
のセクシ ョン(低 次生産関連、二次生産関連、海鳥 ・海獣
関連)に 分 けて行われた。低次 生産関連分野で は、 これ ま
で も知見の少なかった従属栄養性 ナ ノプラ ンク トンの分類
や生態 に関する新 しい知見が南北両極域 から得 られた。 ま
た、魚類 ・底生生物の分野で も生物地理学 ・分類学的な知
見だけでな く擬餌生態や行動学的 な新 知見 が発表 され た。
大型動物関連分野ではデー ターロガーを用 いた イル カの潜
水行動 の知見が 得られているこ とが印象的であった。
3日 目は 「Polar　Terrestrial　Ecosystems」をテーマ と
するセ ッシ ョンの口頭発表がな された。 このセ ッションに
おいて露岩域 、雪氷域、氷河域な どにみられ る極域 陸上生
態 系構造 についての レビュー 的な発表 が各演 者か らな さ
れ、気候変動の影響 をモニ ターす る方法 と して種核 の植生
研 究の重要性 が強調 された。陸 上生態系 の研 究 は近 い将
来、気候変動や環境変化 に対 して敏感 に反応するいわゆ る
指標生物の探索 とそのモニ ター的研究が焦点 になってい く
ことであろ う。3日 目の午後から行われた陸上生物 関係 の
ポス ター発表では、4つ のセ クシ ョン(バ クテ リア関連、
藻類 関連、地衣 ・蘇苔類 関連 、高等植物 ・動物関連)に 分
かれて行われた。ポス ター発表 では北極域 と くにス ピッツ
ベルゲンの研究成果が多 く出 された。我が国の極域 陸上生
物研究 グループの研 究が、南極域 だけで な く北極域 におい
て も着実 に成果 を上 げつつあ ることが窺 えた。
冒頭で述べ たよ うに本 シ ンポジウムは、星合先 生の退官
を記念す るシンポジウム として企画 された。多 くの参 加 し
た研究者か ら、口頭発表の2つ のセ ッシ ョンは極域生 物研
究全般 を知る上で非常に よい企画 であった とい う感想 が よ
せ られ主 催者 としてはこの うえ.ない喜 びで あった。 また、
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今 回星 合記 念 シンポジウムの呼 びかけに応 じて多 くの外国
人研究者 の参加 を得 た。その多 くは、星合先生が永 ら く委
員 を されてい たSCOR　WG86の　「Sea　Ice　Ecology」　の
メンバ ーであ った。遠 くか ら来ていただいた方 々に感謝の
意 を表す る次 第である。 さらに、本 シンポジウム開催にあ
たって多 くの方 々のご協力 をいただいた。 この場 を借 りて
















平成6年11月1日 付 け人事異 動
転 入




星 合 孝 男(所 長)
平成6年12月1日 付 け人事異 動
昇 任
平 澤 威 男 所長
(国立極地研究所教授)
澁 谷 和 雄 教授研究系 ・地学研究部門
(助教授研究系 ・地学研究部門)
配置 換
小 野 延 雄 教授
(教授研究系)
内 藤 靖 彦 教授研究系
(教授資料系)
併 任
小 野 延 雄 企画調整官
(研究主幹)
内 藤 靖 彦 研究主幹
(資料主幹)




千 葉 政 範 事業部観測協力室設営第一係
(海上保安庁装備技術部航空機課付)
第36次南極地域観測隊出発
第36次南極地域観測隊(上 田豊 隊長 ら56名、 ドイツか
らの交換科学者1名 同行)を 乗せた観測船 「しらせ」 は、
11月14日正午、家族 は じめ関係 者多数 の見送 りを受 け、
東京港晴海埠頭か ら南極へ向 け出発 した。
第36次隊は、12月中旬か ら下旬、夏期建 設要員 と物資
を昭和基地へ、内陸 ドーム要員 と物資約83トンをS16へ輸
送す る。昭和基地においては、通路棟 ・放球棟な どの夏期
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建設作業 及び海氷 圏生物調査、 リュツォ ・ホルム湾沿岸露
岩域 での地質精査 などの夏期 観測活動を行 う。
越冬 観測では、宙空 系の 「極域擾乱 と磁気 圏構造の総合
観測」、地学系の 「ク イー ンモ ー ドラン ド及びエ ンダー ビ
ー ラン ドの地殻形成過程 の研 究調査 」、気水 圏系 の 「氷床
ドー ム深層掘 削観測」、生物 ・医学 系の 「生態系 環境 モニ
タ リング」 な どを行 う。
設営面 では 、第35次隊 は昭和基地 にお ける廃棄物約28
トンを持 ち帰 る計 画であ る。
また、第35次隊 と36次隊の交代 は2月 上旬 を目途 に行
う。その 後、「しらせ」 は海洋観測 を行いつつ帰途 につ き、
3月 上旬 にシ ドニー に寄港 、4月13日 東京 に帰 港す る予
定 である。
なお、第35次越冬 隊員 及び第36次夏 隊員 は、3月28日
シ ドニーか ら空路帰国 する。
内陸では回収旅行隊が燃料等の ドラムを輸送して18日









を した。35次隊は昭和に31名、 ドームFに9名 、全員元
気で平成6年 を送ることができた。





















































チ リ基地(チ リ)昭 和53年12月～昭和54年
1月
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マイクロデー タロガーによ って得 られたアオメウの胃内上部 と下 部の温度(上 段〉
と潜水の記録(下 段)。摂餌 にともなう胃内 温度 の大きな低下(a)と 潜水 に伴 う
体温 の変化(b)が 記録されている。
